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【 歯周病について 】

最近は、むし歯の方は減って歯肉炎や歯周病の方が多くみられます。   '
子供は歯肉炎にかかっても自覚はありません。仕上げ磨きの時に、歯だけでなくなく

歯茎も見てみてください。

成人になって歯茎が気になった時には歯周病にまで進行 してしまったという方が多くいらっしゃいます。
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子供の頃から意識 してお くことが大切です。
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